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正規分布の当てはめと頻度図の作成用ソフトウェア（VBAStatDist）に関する説明

本パッケイジに含まれるソフトウェアは，①確率紙の描画（正路，2002），②正規分布の当てはめ（正路，2002），③各種頻度図の作成（正路，投稿中）に分けられる．①の確率紙の描画のプログラムでは，正規確率紙（含対数正規確率紙）とワイブル確率紙を描くことができる．これらためのプログラムの名称はProbPaperである．②の正規分布の当てはめでは，エクセルのワークシートに与えられたデータを対象に，スペクトル型の線図を描いてそれに正規分布曲線を当てはめたり，棒グラフの頻度図を描いてそれに正規分布曲線を当てはめる．これらの作業をするプログラム群は，その名称がNormalDistで始まる．③の各種頻度図の作成では，通常の頻度図（変数・頻度とも比例目盛り）以外に，変量と頻度の関係が正規確率紙，対数正規確率紙，片対数グラフ（頻度軸が対数），ワイブル確率紙（ロジン－ラムラー線図），両対数グラフに図示される．これらの図のいずれかで，変数と累積頻度の関係が直線的であれば，与えられたデータはそれぞれ一様分布，正規分布，対数正規分布，指数分布，ワイブル分布，パレート分布をしていると結論できる．これらの作業のためのプログラム群は，その名称がHistogramで始まる．

①の作業のための計算条件は，ワークシートに記入する．本パッケイジでは，見本として”NPP”という名のシートが用意してある．②の作業のためのデータの見本として，本パッケイジでは，”Triple2”，”Grade”，”Metal”というワークシートが用意してある．③の作業のための計算条件は，ワークシート”#>CNDTN”に記入する．このシートで，列１に”ShtDat”とある行と，行1に”Condition”とある列の交点のセルに記入されている条件（本パッケイジでは”Rain”）が，頻度図の対象となるデータが記載されたワークシートを表す．以下，①の作業のためのワークシート”NPP”への計算条件の記入と計算結果の出力，②の作業のためのワークシートへのデータの記入書式と計算結果の出力，③の作業のためのワークシート”#>CNDTN”への記入と計算結果の出力の順に説明したのち，各プログラムの機能を説明する．しかし，利用者は，まず初めにデモプログラムStatDistDemoあるいはStatDistDemoPresentを実行して，本ソフトウェアパッケイジの機能の全体を把握し，その後にプログラムの説明で必要なプログラムを見つけ，その操作に必要な計算条件の入力の仕方の部分を読むのが最も簡便であろう．

1．確率紙描画のための条件の入力と結果の出力

計算のための条件は，ワークシートShtNPP（本パッケイジでは”NPP”）の左側4列を用いて与える．ShtNPPの最上段には左から，“Item-​ID”，“Item”，“Condition”と書いてある．それぞれ，項目の判別，項目の説明，計算条件を記入するための列を表す．以下に，入力される計算条件の説明を，Item-IDで用いている記号のアルファベット順に行う．

Model：”Normal”ならば正規確率紙，”Weibull”ならばワイブル確率紙を描く．

Prob：正規確率紙の水平線を引く累積確率を％単位でCondition列に記入する．確率が与えられているセルの範囲は，Probと書いてある行から，Condition列で空白が現れる直上，あるいはItem-ID列で他の項目のためのIDが現れる直上までである．水平線を複数のグループに分ける場合は，累積確率が記入してある各セルにそれが属すグループを示すパターンを付ける．このパターンが，後述のXRangeの最上段のセルのパターンと一致する場合，累積確率が正規確率紙の縦軸の目盛ラベルとして表示される．

QQ：デフォルトは無（セルが空白）．無でなければ，QQプロット用のグラフ（縦軸，横軸とも確率紙の目盛）が描かれる．

ShtGrf：正規確率紙を描くためのグラフシートの名称．

XRange：Probで与えられる累積確率を縦軸の該当する位置に水平線で表す．この水平線の左端の横軸の値をCondition列に，右端の値をその右隣に記入する．グラフの左から右まで線を引く場合は，横軸の最小値と最大値をそれぞれのセルに記入する．目盛のための短い線の場合は，対象グラフに応じて適当な数値を記入する．水平線を複数のグループに分ける場合は，各グループに1行を割り当てる．例えば，グループが2種類に分けられている場合は2行用いる．水平線を複数のグループに分ける場合は，Probに記されているグループとの対応をとるために，それぞれのセルにパターンを付ける．累積確率が与えられているProbのセルのパターンが，XRangeの最上段のセルのパターンと同じ場合，この累積確率（後述のNPP-#1に分類される）が正規確率紙の縦軸の目盛ラベルとして出力される．

計算結果のうち，縦軸の目盛ラベルの記入に利用するための数値はShtNPPで累積確率が記入されているセルの右隣に，正規確率紙を描くための数値はCondition列から右へ2列隔てた列6以降に出力される．

列６の最上段には”Horizontal”と記入され，それより右方には，”NPP-#1”，”NPP-#2”，・・・という表示が，正規確率紙に引かれる水平線のグループの数だけ記入される．それぞれのセルには，水平線のグループを示すパターンが付けられている．“Horizontal”の数値は描かれるグラフの横軸の値を示す．これらは3行で１組となる（ただし，一番下の組のみ3行目が省略されている）．1組のうち1行目は水平線の左端の座標，2行目は右端の座標を示す．3行目は１行目と同じ値が入れてある（ただし，これは意味をもたない）．”NPP-#1”等の列では，当該グループに属する線の縦座標が記入される．したがって，各組の1行目と2行目には同じ値が入っている．3行目は空白である（これにより，空白の上のセルで与えられる点と空白の下のセルで与えられる点との間の線が引かれない）．

2．正規分布当てはめの条件の入力と結果の出力

計算条件は，現在表示されているワークシート（以下，ShtDat）から入力される．各列とも，最上段は表題と見なし，計算には利用されない．したがって，データは2行目以降に記入する（空白は認めない）．

計算のための条件は，基本的に変数の区間と各区間における頻度である．このうち，変数は上から下へ昇順に並べておく．変数と頻度がともに与えられているとき，区間型と呼ぶ．区間型で，与えられている区間の値は，その区間の上限と見なす（したがって，その下限は1つ前の区間の上限に等しいと見なし，これが違っていても，それに対する対応は採れない）．スペクトルデータの場合は，各変数値における強度が与えられているので，区間型ではない．しかし，強度を頻度と見なして，区間型と同じ処理を行なう．すなわち，与えられた変数値は区間の上限ではないが，その差は小さいとして無視する．変数の列と頻度の列は，最上段のセルに網を掛けるかカーソルを置いて指定する．このとき，指定された範囲の最左列を変数，最右列を頻度と見なす（3行以上が指定されている場合，中間の行は無視される）．指定されている列の数が1の場合がある（例えば，ワークシート”Grade”）．このような指定がなされている場合を羅列型とよび，各変数値とも頻度が1と見なす．この場合のみ，変数が降順に並んでいてもよい．

正規分布の当てはめに利用する区間の範囲は，変数列で該当する範囲のセルに網を掛ける．複数の正規分布を当てはめる場合は，それぞれの範囲に網を掛ける．この場合は，それぞれの分布を合成するときの割合を指定しなければならない．指定は次の方式による．まず，変数あるいは頻度が記入されている範囲の最下段から1行以上あけて，列1（変数列は列1とは限らない）のセルに”Proportion”（割合）と記入する．次に，その右隣のセルに，最も変数の値が小さい範囲に当てはめる分布の割合を少数で記入する．当てはめようとする分布の数が2の場合は，これで指定が終わる．分布の数が３以上の場合は，順次右隣のセルに割合を記入する．最も変数の値が大きな範囲に当てはめる分布の割合は，1から他の分布の割合の総和を引いた数とするので，その値を記入する必要はない．当てはめる分布が複数で，各分布を合成するときの割合が記入されていない場合は，それぞれの当てはめ範囲における頻度の合計の割合を使う．

画面に累積分布のグラフシート（シート名の最後が”Cum”：ShtGrfCum）が表示されている場合，正規分布を当てはめる範囲と当てはめる正規分布の割合を次の方法で指定することもできる．サブプログラムNormalDistを走らせると，まず，“Ranges?”（「範囲？」）という質問が現れ，現在の直線回帰式の導出に利用している範囲が入力枠に表示される．例えば，｢1:2,3:5,6:7｣と表示された場合は，その範囲がそれぞれ1から2，3から5，6から7を意味する．範囲を変更するときは，この書式を保って，値を書き換える．次に，“Cumulative proportions?”（「累積頻度割合？」）という質問が現れ，現在の累積の割合が，分散の平方根（σ）を単位として入力枠に表示される．例えば，｢–1,1｣と表示された場合は，それぞれ縦軸の値（累積正規分布関数の逆関数の値）が–1（百分率で約16％）と1（84％）であることを意味する．ここで，範囲の場合と同じように境界の割合を入力する．なお，ワークシートでは各分布毎の割合を少数で入力するのに対し，ここでは変数の値の小さい方からの累積頻度を分散の平方根を単位として入力する．

上記の“Proportion”と同様に，列1に“Name of Graph Sheet”（グラフシートの名称）と書いて，その右隣のセルに微分型の頻度図を出力するグラフシートの名称（ShtGrfDif）を指定することができる．この指定があって，この名の付いたグラフシートがない場合，棒グラフのための計算あるいは正規分布当てはめの計算を終了したのち，自動的にそれらを表示するグラフシートが挿入されて，計算結果がグラフに表示される．

スペクトルの強度など，バックグランドの補正が必要な場合は，その補正係数を“Proportion”などと同様の方式で列1に“Intercept”（切片）および“Slope”（傾き）と書き，その右隣のセルに値を記入する．傾きを与えるセルが空白の場合は，バックグランドの値は，切片を与えるセルに記されている定数となる．

羅列型データに対して，棒グラフを描くためには，そのための条件を“Proportion”などと同様の方式で指定する．すなわち，列1に“Lowest End”（最下端），“Highest End”（最上端），“Interval”（間隔）と書き，その右隣のセルに値を記入する．これらの項目欄がない場合，あるいは欄はあるがそこが空白の場合は，プログラムが与えられていない条件を自動的に設定する．

3．頻度図作成の条件の入力と結果の出力

計算条件は，ワークシート”#>CNDTN”に記入する．このシートの行1では，列１から順に，”Item-ID”，”Item”，”Condition”と書いてある．これらはそれぞれ，項目判別のための略号，項目の説明，計算のための条件を意味する．”Item-ID”にある略号は，各行にある項目をプログラムで判別するための略号なので，変更してはならない．一方，”Item”の内容は，利用者が自由に書き換えてもよい．各項目に対する条件は，その項目が書かれている行と”Condition”とある列の交点のセルに記入する．例えば，”Item-ID”が”ShtDat”の行で，”Condition”の列に”Rain”と書いてある場合，データが記入されているワークシートの名称が”Rain”であることを意味する．以下，各条件の入力に関する説明は，”Item-ID”にある略号を使い，そのアルファベット順に行う． 

Object：頻度表で頻度あるいはそれから派生した数値を記入する列の最上段に記入する表題で，対象となっているデータを示すための語．空白でもよい．

PosCC：頻度表を作成するデータが記されているセル群の最下段あるいは最右端を判定するための列（あるいは行)を示すセルの位置（”A1”という形式で与える）．網掛けあるいはカーソル，あるいはPosTLCでデータ範囲が指定されている場合，通常データ範囲の最下段あるいは最右端は，途中の空白セルを含めて最後の空白でないセルまでと見なす［注1］．これに対し，ここで条件が与えられていると，データ範囲はここで与えられた行（あるいは列）で空白セルの直前までとする．アルファベットのみが与えられている場合は列方向のみが，数字のみが与えられている場合は行方向のみが有効となる． 

PosCode：頻度表を列毎，あるいは行毎に分けて作成する場合，各列のコードが示されている行（行毎ならば列）．列はアルファベットで示しても，番号で示してもよい．

PosTLC：頻度表を作成するデータが記されているセル群の最上最左端のセルの位置（”C5”という形式で与える）．網掛けあるいはカーソルで選らばれたセル群がPosTLCより上あるいは左にも存在する場合，それらのセルは頻度表作成の対象からはずされる．なお，PosTLCを含む行あるいは列が，網掛けあるいはカーソルで選らばれたセル群に含まれていない場合は，PosTLCの下方あるいは右方のすべてが頻度表作成の対象のセルであると見なされる（すなわち，網掛けやカーソルよりPosTLCが優先される）．

ShtDat：データが記述されているワークシートの名前．頻度表を作成するデータが記されているセル群の範囲は，網掛けあるいはカーソルで選んで指定する．

ShtFrq：頻度表を記入するワークフシートに与える共通の名称．複数の頻度表がある場合など，必要に応じてこの語の後ろに，それぞれの頻度表の特徴を示す語が加えられる．

ShtGrf：頻度図を描くグラフシートに与える共通の名称．各グラフシートには，この語の後ろに，それぞれのグラフの特徴を示す語が加えられる．

Variable：頻度表で変量の値を記入する列の最上段に与える表題のための語．この語が無の場合は”Variable”となる．この語がShtFrqのセルA1に記入される．また，各頻度図の横軸の名称にも使われる．

HistogramFrequencyを実行した結果は，ワークシートShtFrqに出力される．ShtDatで複数の列（あるいは行）がカーソルや網掛けで選ばれていて，各列（あるいは行）を独立に頻度を数える場合，ShtFrqにはワークシート”#>CNDTN”で与えられた語の後ろに，PosCodeで指示されたShtDatの列（あるいは行）に記述されている語が付き，複数の頻度表が作成される．ShtFrqの列1の行1には，Variableが記入される．Variableが無ならば”Variable”と記入される．この語が各頻度図の横軸の名称となる．列1の行2以降には，頻度が0でない変数の級の値が昇順に記入される．級の値の最下段セルの次に1セル空白を置き，その下のセルから下方へ順次，”Total”，”Number of Classes”，”Correlation”，”Determination”，”Intercept”，”Slope”，”Correlation(log)” ，”Determination(log)”，”Intercept(log)”，”Slope(log)”と記入される．それぞれ，日本語での意味は，合計，級の数［注2］，相関（相関係数），決定（決定係数），切片，傾斜，相関（対数），係数（対数），切片（対数），傾斜（対数）である．行1の列2より右方のセルには順次，”log(Variable)”，”Frequency”，”CumFrequency”，”log(CumFrequency)”，”CumProp/%”，”InvNorm”，”log(CumProp/%)”，”Weibull”，”log(Weibull/%)”，”CumProp-0/%”，”InvNorm-0”，”log(CumProp-0/%)”，”Weibull-0”，”log(Weibull-0/%)”と記入される．それぞれの日本語の意味は，変数，変数の対数，頻度，累積頻度，累積頻度の対数，百分率で与えた累積頻度（標準累積頻度の100倍），正規確率紙の縦軸（標準正規分布関数の逆関数）の値，百分率で与えた累積頻度の対数，標準累積頻度の逆数の対数，標準累積頻度の逆数の対数の対数，0データを除いた場合の百分率で与えた累積頻度，0データを除いた場合の標準累積頻度の逆数の対数，0データを除いた場合の百分率で与えた累積頻度，0データを除いた場合の標準累積頻度の逆数の対数，0データを除いた場合の標準累積頻度の逆数の対数の対数である．なお，Groupが無でない場合は，”CumFrequency”以降で，これらの語の前に”Group:”が付く．また，Orderが1（変数の値の大きい方から累積）の場合，”log(CumProp/%)”，”Weibull”，”log(Weibull/%)”，”log(CumProp-0/%)”，”Weibull-0”，”log(Weibull-0/%)”の列は設けられない．列2より右方の列の行2以降の各セルには，列1の行2以降のセルに記述された項目に対応する値が記入される．

HistogramRegressを実行した結果も，ワークシートShtFrqに出力される．まず，”Total”の行とその直上の空白行の間に5行挿入される．列1では，挿入された行の最上のセルに0，2番目のセルに1，3番目のセルに級の最大値を切上げた値，4番目のセルに級の最大値の桁を1つ上げた値が記入される．なお，5番目のセルは空白である．記入された数値は，各頻度図で点列に当てはめた直線を描くための横軸の値を与える（0と最大値とを切上げた値は横軸が比例目盛の場合に，1と桁を上げた値は横軸が対数目盛の場合に使う）．行1では，HistogramFrequencyで与えられた頻度表の表題のセルの右方に順次，”Regress(Pareto)”，”Regress(Uniform)”，”Regress(Norm)”，”Regress(logNorm)”，”Regress(Exp)”，”Regress(RR)”，”Regress(Norm-0)”，”Regress(logNorm-0)”，”Regress(Exp-0)”，”Regress(RR-0)”と記入される．それぞれ，日本語での意味は，回帰（パレート），回帰（一様），回帰（正規），回帰（対数正規），回帰（指数），回帰（ワイブル），回帰（0データを除く場合の正規），回帰（0データを除く場合の対数正規），回帰（0データを除く場合の指数），回帰（0データを除く場合のワイブル）である．なお，Groupが無でない場合は，上記の語の前に”Group:”が付く．また，Orderが1（変数の値の大きい方から累積）の場合，”Regress(Exp)”，”Regress(RR)”，”Regress(Exp-0)”，”Regress(RR-0)”の列は設けられない．これらの列で新しく挿入された行の各セルには，列1の該当するセルに記述された値に対応する数値が記入される．

HistogramGraphを実行すると，ワークシートShtFrqに出力されている頻度表をグラフに表示する．各グラフは，自動的に名称を与えて作成されるので，利用者は入力枠の質問に答えるだけでよい．ShtDatで複数の列（あるいは行)がカーソルや網掛けで選ばれていて，それらを独立に頻度を数える場合，複数の頻度表が作成されているが，これらは1枚の頻度図に出力される．

HistogramGraphLegendを実行すると，現在表示されているグラフと同じワークシートのデータを引用しているグラフの凡例が，現在表示されているグラフの同じ凡例に変更される．

4．プログラム
HistogramFrequency：ShtDat（デモプログラムでは”Rain”）で与えられているデータを使って頻度表を作成し，結果をShtFrqに出力する．ShtDatで計算の対象とするデータは，次の方法で指定する．①対象範囲に網を掛ける．②対象範囲をカーソルで選ぶ．③PosTLCの右方および下方の全データ．なお，①および②でPosTLCが与えられており，しかもこのPosTLCが指定範囲に含まれる場合，PosTLCの右方および下方のみが有効となる．③でPosTLCが与えられていないと，ShtDatにデータの種類等を示す欄も対象と見なされるので注意を要する．計算対象のデータが選ばれたとき，網掛け部あるいはカーソル部が列全体に及んでいて（厳密には最右の列IVが選ばれていて），PosCodeが無でない場合は，選ばれた列群の各列のデータは，独立であると見なし，別々の頻度図が別々のワークシートに出力される．このとき，各シートの名称は，それぞれに対応する列で，PosCodeで与えられた行のセルにある記述をObjectの後ろに付けて作成される．また，網掛け部あるいはカーソル部が行全体に及んでいて（厳密には最下の行65536が選ばれていて），PosCodeが空白でないときは，選ばれた行群の各行のデータは独立であると見なし，別々の頻度図が別々のワークシートに作成される．このとき，各シートの名称は，それぞれに対応する行で，PosCodeで与えられた列のセルにある記述をObjectの後ろに付けて作成される．ShtFrqでは，行１に各列の内容を示す表題が記される．列1からの表題は次の通りである．Variable（ShtDatの行がVariableで列がConditionのセルに与えられている語），”log(Variable)”，”Frequency”，”CumFrequency”，”log(CumFrequency)”，”CumProp/%”，”InvNorm”，”log(CumProp/%)”，”Weibull”，”log(Weibull/%)”，”CumProp-0/%”，”InvNorm-0”，”log(CumProp-0/%)”，”Weibull-0”，”log(Weibull-0/%)”である．それぞれ，日本語の意味は，変数，変数の対数，頻度，累積頻度，累積頻度の対数，百分率で与えた累積頻度（標準累積頻度の100倍），正規確率紙の縦軸（標準累積正規分布関数の逆関数）の値，百分率で与えた累積頻度の対数，標準累積頻度の逆数の対数，標準累積頻度の逆数の対数の対数，0データを除いた場合の百分率で与えた累積頻度，0データを除いた場合の標準累積頻度の逆数の対数，0データを除いた場合の百分率で与えた累積頻度，0データを除いた場合の標準累積頻度の逆数の対数，0データを除いた場合の標準累積頻度の逆数の対数の対数である．変量の各値に対応する上記の値が記入されたのち，それらの下に，”Total”，”Number of Classes”，”Correlation”，”Intercept”，”Slope”，”Determination”，”Correlation(log)”，”Intercept(log)”，”Slope(log)” “，”Determination(log)”の行が設けられる．それぞれ，日本語では，合計，級の数［注2］，相関（相関係数），決定（決定係数），切片，傾斜，相関（対数），係数（対数），切片（対数），傾斜（対数）である．合計と級の数を除く8セルのうち，上の4セルには，Variableと当該列の相関係数，決定係数，およびこれらに当てはめた回帰直線の切片と傾斜が，下の4セルにlog(Variable)と当該列の相関係数，決定係数，およびこれらに当てはめた回帰直線の切片と傾斜が記入される．例えば，”InvNorm”列では，上方の4セルにVariableと”InvNorm”の値の相関係数，決定係数，およびこれらに当てはめた回帰直線の切片と傾斜が，下の4セルにlog(Variable)と”InvNorm”の相関係数，決定係数，およびこれらに当てはめた回帰直線の切片と傾斜が記入される．したがって，上の4セルの値から正規分布の適合性が，下の4セルの値から対数正規分布の適合性が評価できる．

HistogramGraph：ShtFrqに出力されている頻度データを頻度図に描く．このとき頻度は，比例目盛りグラフ（””：一様分布），正規確率紙（”Norm”：正規分布），対数正規確率紙（”NormLog”：対数正規分布），片対数グラフ（”Exp”：指数分布），ワイブル確率紙（”RR”：ワイブル分布），両対数グラフ（”Pareto”：パレート分布）に描かれる．なお，各グラフシートの名称は，ShtGrfの後ろに先の（）内の引用符で挟まれた文字をつけて，自動的に作られる．プログラムを実行すると，"Draw diagram of this column?"という質問に続いて，"Y=Yes N=No"，"G=All of this group NG=None of this group"という説明が表示されたのち，入力待ちの状態になる．ここで，”Y”と”N”は，それぞれ表示されているワークシートで網掛けされた列に関係する頻度図描画の実行と非実行，”G”と”NG”は，それぞれ表示されているシートに関係するすべての頻度図描画の実行と非実行を意味する．

HistogramGraphLegend：表示されている頻度図の凡例を参照して，これと同じワークシートを引用している他の頻度図の凡例もこれに合わせる．プログラムを実行すると，"Change legends of this diagram?"という質問に続いて，"Y=Yes N=No"，"G=All of this group NG=None of this group"という説明が表示されたのち，入力待ちの状態になる．ここで，”Y”と”N”は，それぞれ表示中の頻度図における凡例変更の実行と非実行，”G”と”NG”は，それぞれ同じワークシートを引用しているすべての頻度図における凡例変更の実行と非実行を意味する．

HistogramRegress：ShtFrqに出力されている頻度を頻度図として描くとき，頻度に当てはめられた各種統計分布モデルを対応する頻度図に直線として出力するための数値を，頻度表の右方に出力する．加えられる列の表題は，”Regress(Pareto)”，”Regress(Uniform)”，”Regress(Norm)”，”Regress(log​Norm)”，”Regress(Exp)”，”Regress(RR)”，”Regress(Norm-0)”，”Regress(logNorm-0)”，”Regress(Exp-0)”，”Regress(RR-0)”である．それぞれ，日本語での意味は，回帰（パレート），回帰（一様），回帰（正規），回帰（対数正規），回帰（指数），回帰（ワイブル），回帰（0データを除く場合の正規），回帰（0データを除く場合の対数正規），回帰（0データを除く場合の指数），回帰（0データを除く場合のワイブル）である．プログラムを実行すると，"Calculate regression?"という質問に続いて，"Y=Yes N=No"，"G=All of this group NG=None of this group"という説明が表示されたのち，入力待ちの状態になる．ここで，”Y”と”N”は，それぞれ表示されているワークシートでカーソルがある列の回帰直線用数値の計算の実行と非実行，”G”と”NG”は，それぞれ表示されているシートに含まれるすべての回帰直線用数値の計算の実行と非実行を意味する．

NormalDistColumn：現在表示されているワークシートShtDatに与えられている条件にもとづいて，棒グラフを表示するための数値を計算し，その結果をShtDatに出力する．グラフ表示は，原則として利用者自身が行う．ただし，ShtDatの列1に“Name of Graph Sheet”と書かれたセルがあり，その右のセルにグラフシートの名称が記入されていて，さらにその名のグラフシート（ShtGrfDif）が存在しない場合のみ，自動的にグラフシートが挿入されて，そこに結果が出力される．

NormalDistFit：現在表示されているワークシートShtDatに与えられている条件にもとづいて，正規分布を当てはめるための数値を計算し，その結果を同じShtDatに出力する．各セルには，数値が表示されるが，実際にはその値を求めるための数式が記入されている．グラフ表示は，原則として利用者自身が行う．ただし，ShtDatの列1に”Name of Graph Sheet”と書かれたセルがあり，その右のセルにグラフシートの名称（ShtGrfDif）が記入されていて，さらにShtGrfDifが存在しない場合のみ，自動的にグラフシートが挿入されて，そこに結果が出力される．ShtGrfDifが存在して，その名称がShtDatに与えられている場合，与えられている変数の範囲には関係なく，グラフの横軸の両端まで当てはめた正規分布関数の値を計算する．累積分布のグラフシートが表示されていて，その名称の末尾が”Cum”（ShtGrfCum）の場合，このプログラムを実行すると，まず，”Ranges?”という質問が現れ，入力枠に現在の範囲の値が表示される．範囲を変更するときは，この書式は保ったままで，値を書き換える．当てはめる範囲が複数の場合は，次に，”Cumulative proportions?”という質問が現れて，現在の累積割合が入力枠に表示される．修正する場合は，範囲のときと同様に新しい値を入力する．どちらの場合でも，キャンセル（ESC）を押すと，修正は一切行われない．また，「?」を入力すると，先の質問が現れる状態に戻る．なお，累積割合を入力するとき，枠内を空白にしてOKを押すと，プログラムが自動的に割合を決める．

NormalDistFitBG：NormalDistFitを用いて，正規分布の当てはめを行うとき，対象となるデータにバックグランドが含まれている場合，それを一次式で近似して除去する．一次式の切片と傾きの値は， ShtDatで列1にそれぞれ”Intercept”とおよび”Slope”と記入してある行の右隣のセルに記入する．

NormalDistValue：エクセルにおけるコピーと貼付けの操作で，値のみの貼り付けを自動的に行う．NormalDistによる結果は，エクセルの数式で与えられているため記憶容量が大きくなる．この容量を小さくしたいとき，あるいはいずれかのセルの値を間違えて変えてしまってもその影響が他に現れないようにしたいときは，このプログラムを走らせるとよい．

ProbPaper：現在表示されているシートが，1)ワークシートShtDatか，2)グラフシートShtGrfかで作業が異なる．1）表示されているシートがShtDat（デモプログラムでは”NPP”）の場合，ShtDatに与えられている条件にもとづいて，正規確率紙またはワイブル確率紙を描画するための数値を計算し，その結果をShtDatに出力したのち，ShtGrfに正規確率紙またはワイブル確率紙を描く．いずれの確率紙を描くかは，与えられている条件のうちModelが”Normal”ならば正規確率紙が，”Weibull”ならばワイブル確率紙が描かれる．また，QQが無でなければ，QQプロット用のグラフ（縦軸横軸とも確率紙の目盛）が描かれる．出力された描画のためのデータは，該当する列の行1に正規確率紙ならば”NPP-#1”などと，ワイブル確率紙描画ならば”Weibull-#1”などと記入されて示される．描画のとき，ShtGrfが存在しないと，新たにグラフシートが挿入されて，それに確率紙が描かれる．一方，ShtGrfが既に存在すると，既存のグラフが描き直される．ShtGrfに他のデータが表示されていて，それに正規確率紙の目盛と目盛ラベルを新たに記入しようとする場合は，凡例に，正規確率紙ならば”NPP-#1”等が，ワイブル確率紙ならば”Weibull-#1”が追加される［注3］．2）表示されているシートがShtGrfの場合は，グラフの目盛ラベルのみが描き直される．グラフのプロットエリアを変更した場合は，この方法で目盛ラベルを書き換えるとよい．

StatDistDemo：StatDistDemoProbPaper，StatDistDemoHistogram，StatDistDemo​NormalDistを続けて行うプログラム．

StatDistDemoHistogram：頻度図作成のためのサブプログラムHistogramFrequency，HistogramRegress，HistogramGraph，HistogramGraphLegendの機能を示すデモプログラム．計算条件はワークシート”#>CNDTN”に，使用するデータはワークシート”Rain”に与えられている．デモンストレイションは，使用するデータと累積の仕方によって，①”Rain”にあるすべての降水量データを対象に，頻度は変数の値の大きい方から累積する場合，②すべての降水量データを対象にするが，頻度は変数の値の小さいから累積する場合，③”Rain”にある降水量データのうち，隣接する2列を選んでそれらを別々に扱い，値の大きいほうから累積する場合，④”Rain”にある降水量データのうち，離れた2行を選んでそれらを別々に扱い，値の大きいほうから累積する場合の順に実行する．①では，まず，HistogramFrequencyが走って，”Rain”にあるすべての降水量データを対象に，通常のグラフ（変数軸，頻度軸とも比例目盛），正規確率紙，対数正規確率紙，片対数グラフ，ワイブル確率紙（ロジン－ラムラー線図），両対数グラフに累積頻度を表示するための頻度表（”RanFreq”）が作成される．次に，HistogramRegressが走って，これらの頻度が頻度図に表示されたとき，各頻度図に示された頻度を示す点列の回帰直線を描くための値が計算される．最後に，HistogramGraphが走って，6種類の頻度図（“GraphRainFreq”，“GraphRainFreqNorm”，“GraphRainFreqNormLog”，“GraphRainFreqExp”，“GraphRainFreqRR”，“GraphRainFreqPareto”）が回帰直線を含めて描かれる．さらに，正規確率紙の頻度図を選んで，その凡例を変更したのち，HistogramGraph​Legendが走って，他の頻度図の凡例をこれに合わせる．②では，累積が変数の値の小さい方から行われるので，表示される頻度図は，通常のグラフ（“GraphRainFreqAsd”），正規確率紙（“GraphRainFreqAsdNorm”），対数正規確率紙（“GraphRainFreqAsdNormlog”）の3種である．ただし①とは違って，凡例の変更は行わない．③では，２列のデータの頻度と回帰直線が別々のワークシート（“RainFreqSpace中野”と“RainFreqSpace日立”）に出力される．しかし，頻度図ではそれらがまとめて1枚のグラフシート（“GraphRainFreqSpace”など）に表示される．④では，2行のデータの頻度が別々のワークシート（“RainFreqTime28”と“RainFreqTime30”）に出力されたところで，作業が終る．以上④までの作業が終わると，ProbPaperが走り，正規確率紙（“GraphRainFreqNorm”など），対数正規確率紙（“GraphRainFreqNormlog”など），ワイブル確率紙（“GraphRainFreqRR”など）を対象に，各グラフシートがコピーされたのち，頻度軸の目盛が累積標準頻度に改められる．このとき，グラフシートに目盛を描くための位置等の値を記入するワークシート”Norm”，”NormLog”，”RR”が自動的に作成される．なお，本プログラム実行中，数回入力枠が現れるが，いずれの場合もただEnterを押せばよい（質問の意味が分かるならば，条件を変更してEnterを押してもよい）．

StatDistDemoNormalDist：正規分布の当てはめのためのサブプログラムNormalDistFitColumn，NormalDistFit，NormalDistFitBGの機能を示すためのデモプログラム．使用するデータは，ワークシート”Triple2”，”Grade”，”Metal”に与えられている．ワークシート”Triple2”に与えられている粉末X線回折パターンのデータ”Intensity”は，NormalDistFitBGでバックグランドが消去されたのち，NormalDistFitが走って，回折パターンが3つの正規分布をするピークの組合せで近似される．ワークシート”Grade”に与えられている銅鉱床の品位データ”log(Cu/%)”は，NormalDistFitColumnで品位（対数）の頻度分布を示す棒グラフが描かれたのち，NormalDistFitで棒グラフが対数正規分布で近似される．ワークシート”Metal”に与えられて銅鉱床の金属量データは，NormalDistFitColumnで金属量”log(Cu/kt)”の頻度分布を示す棒グラフが描かれたのち，NormalDistFitで棒グラフが2つの対数正規分布の組合せで近似される．なお，本プログラム実行中，数回入力枠が現れるが，いずれの場合もただEnterを押せばよい（質問の意味が分かるならば，与える数値を変更してからEnterを押してもよい）．

StatDistDemoPresent：StatDistDemoと同様，StatDistDemoProbPaper，StatDistDemo​Histogram，StatDistDemoNormalDistを続けて行う．ただし，所々で休止が入って，表示されているシートに対する説明が表示される．ここで，Enterを押すと，次に進む．

StatDistDemoProbPaper：サブプログラムProbPaperの機能を示すデモプログラム．ワークシート”NPP”に与えられた条件に従って，正規確率紙，正規確率のQQプロット用紙，ワイブル確率紙，ワイブル確率のQQプロット用紙が描かれる．

注1：データが記されたセル群の下方あるいは右方にデータ数やデータの合計が記された行（あるいは列）がある場合，データのセル群との間に空白行（あるいは空白列）が存在しないと，これらのデータ数あるいは合計も頻度図作成の対象と見なされる．

注2：頻度表の作成において，変数を適当な幅（通常は変数の最小単位：小数点以下の有効数字が2桁ならば0.01）で級に分けるが，このとき頻度が0でなく，しかも有効である級の数．例えば，変数の最小値が0で，最大値が20の場合，級の全数は21であるが，5つの級で頻度が0ならば級の数は16になり，頻度図作成に0を含めない場合は15となる．また，正規分布では累積頻度が100％となる級は無効なので，級の数がさらに1少なくなる． 

注3：新しい目盛ラベルが書かれるとき，縦軸より左に記入されているテキストは消去される．したがって，消されると困るテキストを縦軸の左側に記入してはならない．一方，縦軸を現在目盛ラベルが記入されている位置より左に移すと，プログラムを実行しても現在の目盛ラベルは消去されないので，マニュアルで消さなければならない（「図形描画」で「グループ化」したのち，消去するのが最も簡便である）．
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